
龍ケ崎に生きる野生動物たち 2024
⿓ケ崎市⺠環境会議⾃然環境部会

⿓ケ崎市⺠環境会議⾃然環境部会のご紹介
市内にある森林を里山として再生し、動植物が住みやすい自然環境作りに取り組んでいます。

野生動物観察
里山の近くにトレイルカメラ（赤外、可
視）を仕掛け動物を観察しました。2020
年1月には龍ケ崎市ではじめてシカが確認
されました。茨城県は国内唯一のニホン
ジカ非生息地域でしたが、2019年に県北
で百年ぶりに確認されています。県南で
の確認は初めてです。

龍ケ崎市に暮らす野生動物生息数の推定
市内の道路では多くの野生動物が交通事故で死亡しています。死んだ動物をへ
い獣と言います。その数から市内の野生動物生息数が推定できます。（データ：
龍ケ崎市生活環境課）

アライグマは特定外来生物
撮影場所では毎年多くのアライ

グマが捕獲されています。2020
年に18頭捕獲されました。

図タヌキ(左)とアライグマ(右)の特徴(茨城県)

里山で観察された動物

図 観察地点の大羽谷津

夜は動物の活動天国
トレイルカメラには大羽谷
津に棲む動物や野鳥が写っ
ていました。昼は野鳥、夜
は動物が。鳥は昼にしか活
動しないと思っていました
が、赤外線カメラには夜に
活動する野鳥がたくさん
写っていました。
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若柴町が３年連続トップ、２位は川原代町

へい獣数は毎年200匹前後

H30〜R5のへい獣数は、H30を除いて毎
年200匹前後です。内訳は、タヌキが7
割です。

タヌキは秋から冬に活動、ハク
ビシン、アライグマは夏に活動

月別へい獣数から活発に動く時期が推
定できます。



龍ケ崎の自然を楽しむ 2024
⿓ケ崎市⺠環境会議⾃然環境部会

⿓ケ崎市⺠環境会議⾃然環境部会のご紹介
市内にある森林を里山として再生し、動植物が住みやすい自然環境作りに取り組んでいます。

「龍ケ崎市の自然10選」（令和５年版:R6.3.31）
龍ケ崎市の自然を自然環境部会が独断と偏見で10カ所選びました。選定基準は、自然度・景観・癒し度で

す。龍ケ崎市の移り行く自然を毎年選んでいきます。

カブトムシ里親活動
自然環境部会は、蛇沼
公園や周辺の里山を整
備し、落ち葉を集めて
カブトムシ産卵床を作
り、羽化したカブトム
シの幼虫を配布するカ
ブトムシの里親イベン
トを行っています。

写真 2022年生育調査 図 里山活動エリア

令和４年度版自然10選

令和５年度版自然10選


